














































































































































第 1 は，第 1 期期末（＝期日 1）に粗収益 r≥1を受け取る短期計画。短期
的投資は，第 2 期期首（＝期日 1）に再投資して，第 2 期期末（＝期日 2）
に粗収益 rを受け取るように繰り返すことができる。第 2 は，第 1 期期












により表される。ただし， η<1と μ<1はそれぞれ，タイプ 1 につい








































3) Diamond and Dybvig (1983) は r=L=1，すなわち消費者の投資資金は全て
長期計画に投資されると仮定する。
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r>Lを仮定して分析を続ける。最後に，最適保険は第 1 期と第 2 期の消
費の間の限界代替率と限界変形率の均等，

















がって (2.6) 第 1式は常に満足されると仮定しよう。このとき，c
* ≥rc*
である場合に限り，最善契約は (2.6) 第 2式を満足する。しかし，この仮
定は，(2.5) ではなく













者達は第 1 期に c，cあるいは c，cを自由に選択することが
できる。




を支払う公開企業 publicly traded firmを設立することによっても達成可能
である。このとき，気短かな消費者と気長な消費者は第 1期の証券流通市
場において，配当と配当落ち株式を取引する。つまり，消費者が複数のオ
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(2.8) の第 1式が成立する。第 2式は再投資が許容される場合に成立し，
したがって第 1 式より要求が厳しい。Jacklin (1987)，Diamond (1997)，














3. 2 期間の計画視野と 2種類の衝撃
本節では，計画視野は 2期間のままであるが，消費者は第 1期期首に 1
種類ではなく 2種類の独立な衝撃に直面すると想定して，危険回避的な消
費者と危険中立的な銀行の間の動学的契約締結問題を考察する。消費者の





衝撃を受けて変化するが，第 1期，第 2期に独立同分布しており，確率 p
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の解 bwを選択する。このとき，最適な bwは Euler方程式
(3.9) u'w+bw=E{u'w−bw}
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Atkeson and Lucas (1992) を見よ。



















































































































































































































































程式 (4.6) に (4.14) を代入して整理すると，















































































程式 (4.6) に (4.14) を代入して整理すると，


































































この最小化問題 (4.19) の解は kから独立であり，最適解は
(4.20) a<a と g<g
により与えられる。効用は負であるから，これは，u<uと v<vを意
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第 1に，2 期間の寿命を持つエイジェントが，第 1期に消費するか消費





なっており，展望については Bhattacharya and Thakor (1993) と Freixas and
Rochet (1997) を見よ。












一層の期間内保険を可能にする（Haubrich and King (1990) も見よ）。
第 3に，Townsendモデルの無限計画視野への拡張（Lucas (1992)，Thomas




(Thomas and Warrall (1990)) を示した。Lucas (1992) はこの予測の妥当性を取
り上げる。限定的契約失効の分析については，Kocherlakorta (1996)，Ligon,
Thomas, and Warrall (2002) を見よ。
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